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SUAC図書館の将来の可能性に向けての提言
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Possible solutions are sought on the issues the library of SUAC is faced with. One is how to deal with the
problem of increasing books every year. The other is what kind of features can be added to distinguish the
SUAC’s library from other libraries.
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図書館の「声のライブラリー」について
詳しく聞いてこられた。
　・母親が弱視者という方が、DAISYに興味
を持たれていました。
　② 点字絵本への反応
　・浜松盲学校(現視覚障害者特別支援学校)
の生徒さんがお母さんと来られました。
点字の図書が好きなようでした。展示し
てある図書の販売はしていないかと質問
されました。
　・視覚に障害のあるお母さん。ドラえもん
のさわる絵本を手にとって、「ドラえもん
はこんな形をしているのですね」と言わ
れた。子どもと一緒にテレビでドラえも
んを見る(聞く)ことはあったが、どのよ
うな形をしているのかはこれまで知る機
会がなかったという。この方は、日本点
字図書館から点字図書や録音図書を借り
ておられるが、市販されている点字絵本
のことはご存じなかった。
　③ その他
　・養護学校の先生、特に重い障害のある子
どもへの訪問教育を担当しておられる方
が来られました。布の絵本などの存在を
ご存じなかったということで、メモをと
りながら1点1点みておられた。
3-3．絵本展を開催して
　展示会でバリアフリー絵本、特に手話絵本
やDAISYの存在を知ってもらうことができ
ることは成果であろう。来場者の中には、障
害のある方やその家族の方もいたが、必要と
している人たちのところにこういった資料の
存在がまだ十分知られていないことを感じた。
　来場者とのコミュニケーションをとること
ができたのも成果といえる。学生スタッフが
展示内容を説明することでコミュニケーショ
ンがはじまり、来場者に教えられたことも多
かったようである。
　この展示会が即大学図書館の利用拡大につ
ながることはないかもしれない。ただ本学図
書館がユニバーサルデザイン、バリアフリー
絵本関連資料を所蔵していることを知っても
らえたことにより、今後必要が生じた時に、利
用してもらえる可能性があると考えている。
4．まとめと展望
　以上、本研究における検討点への解決案と
して、次の2つの方法が見出された。
　まず、蔵書スペースの横溢化の問題に関し
ては、現在の技術を応用して書籍を管理する
書棚を作成することにより、図書の分散配置
の形態が考えられ、これによって現在の図書
館の蔵書の負担を減らす可能性が考えられる
こと。
　また、バリアフリー関連の書籍については、
社会的な認知度が低いが、実際の展示からそ
れらについての関心は高く、また触覚や嗅覚
までも利用した、さまざまな方法での情報伝
達のあり方については今後さらなる可能性が
考えられ、大学図書館の特色付けを考える上
で1つの有益なヒントとなること。
　今後は、さらに他大学の事例や新しい技術
の動向についての情報を収集しながら、本学
ならではの図書館と学習環境のあり方につい
て検討を行う予定である。
※　本研究活動は、平成19年度学長特別研
究「IT技術を利用した新しい図書館の研究」よ
りの研究費を得て実施されたものである。
i 木戸浦豊和ほか「展示会からはじまる大学
図書館の新たな可能性」『大学図書館研究』
80(2007.8) p.33-42など。
